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2026年 2月 16日 

各 位 

会 社 名 株式会社ツナググループ・ホールディングス 

代表者名 代表取締役兼執行役員社長 米田 光宏 

（コード番号：6551 東証スタンダード市場） 

問合せ先 執行役員 財務経理本部長 沼畑 正輝 

（TEL. 03-6897-6400） 

 

 

2026年 9月期第 1四半期決算 説明動画書き起こし 

 

 
 

 

■決算説明資料 

https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS81305/588a9959/3ccd/43c0/acad/9913b99fa8d6/140120260209551759.pdf 

 

 

■決算説明動画 

https://www.youtube.com/watch?v=O0qj89HUaws 

  

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS81305/588a9959/3ccd/43c0/acad/9913b99fa8d6/140120260209551759.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS81305/588a9959/3ccd/43c0/acad/9913b99fa8d6/140120260209551759.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=O0qj89HUaws


スピーカー： 

株式会社ツナググループ・ホールディングス 代表取締役兼執行役員社長 米田光宏（以下、米田） 

個人投資家（YouTubeチャンネル 1UP投資部屋） KEN氏（以下、KEN） 

 

 

会社紹介 

 

 

米田：当社の主力事業は RPO（採用業務代行）です。アルバイトやパート、エッセンシャルワーカーの

採用でお困りの企業に対し、1 店舗ごとにコンサルティングし、最適な採用手段の選定から代行までを

行っています。 

 

 

 

米田：現在、支援企業数は 3,100社、支援拠点数は 17万 3,000店舗・事業所にのぼり、年間約 350万人

「働きたい」という方をおつなぎしています。業界としては、サービス業、小売業、物流業、介護業な
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ど、エッセンシャルワーカーを多く雇用されている事業者の皆様を支援しています。 

 

 

 

米田：RPOサービスは従業員規模 1万人以上の企業の 5社に 1社に導入いただいています。 

 

KEN：規模が大きい企業であると、自社だけで採用対応しきれないということがあるのでしょうか。 

 

米田：おっしゃる通りです。少子高齢化・人口減少の中で、採用課題はまさに経営課題です。資金はあ

っても人がいないので店を出せないという事業者に対し、当社のようなアウトソーサーをご活用いただ

き、事業成長につなげていただきたいと考えています。 

 

 

コーポレートロゴの刷新 

 

 



米田：2026年度からの新たな中期経営計画の始動とともに、コーポレートロゴを一新しました。 

これまでの「集めて選ぶ」掛け流し的な採用から、人材に投資して育てた方々に何度でも働いていただ

く「循環型採用」への切り替えが、これからの 5 年間で非常に重要になると考えています。新ロゴ

は、人・仕事・企業が持続的につながっていく縁を表現し、「循環型採用」のコンセプトをお伝えするも

のです。 

 

KEN：採用業界に限らず、広告業界全体でも掛け流し的な広告から資産性のあるものへという流れがある

と感じます。 

 

米田：おっしゃる通りです。AIというテクノロジーと人口減少という時代背景が重なり、HR業界以外で

もその方向への投資が目立ってきています。 

 

 

業績ハイライト 

 

 

米田：売上高 43.5 億円（前期比-3.3%）で、19 四半期ぶりの減収となりました。ただし、粗利率は 2.3

ポイント改善し、営業利益は第 1四半期として過去最高の2.3億円（前期比+27.8%）を更新。ROEも前年

比+4.2ポイントの28.8%です。減収だが増益でROE改善という、少しご説明が必要な第1四半期でした。 
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2026 年 9月期 第 1四半期業績 

 

 

 

 

米田：減収の要因は、RPO事業内での急速な移行です。OMR（自社集客支援）が前年比+26.5%の増収、一

方で PMR（有料求人広告）がマイナス 20.8%の減収となりました。 

 

KEN：PMRの減収幅が一気に加速した要因・背景を教えてください。 



 

 

米田：前四半期の PMR減収がマイナス 9.2%だったものが、一気にマイナス 20.8%に加速しました。有料

求人広告をメインに行う上場企業の平均もマイナス 5.3%と、市場全体で移行が加速しています。 

背景として、昨年 3月末にリクルート社がペイドメディアから Indeedに大きく移行されたことが大き

く、各企業がナンバーワンのペイドメディアがなくなった結果、自社集客に振り向けたことで一気に変

化が起きたと見ています。 

 

KEN：粗利率は改善、売上は減収ですが、投資家としてポジティブに捉えてよいのでしょうか。 

 

 

 

米田：ポジティブな面として、OMRの方が粗利率が高い点があります。DXや AIも導入しやすく、お客様

にとっても送客効率が高まります。投資家の皆様から「成長しているが利益率が低い」というお声をい

ただいていましたが、この部分では前向きなお答えができます。 

ただしネガティブな面として、新規社数の伸びが 1ケタ前半にとどまっており、新規のお客様の開拓が

課題です。 
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KEN：OMRの伸びは、既存のお客様からのスイッチングが中心ですか。 

 

米田：おっしゃる通りです。RPOサービス売上に占める OMR比率は 48.0%に達しました（前年同期 36.6%

から約 10ポイント以上の変化）。 

 

KEN：第 2四半期あたりで逆転する可能性がありそうですね。 

 

米田：リクルート社の移行が昨年 3月末でしたので、当社の第 3四半期には前年比での数値が見やすく

なってくると考えています。 

 

 

 

米田：営業利益率は 5.2%を達成しました。もともと弱い第 1四半期で、通期業績予想で開示している営

業利益率に到達できたことは非常にポジティブに捉えています。 

 



KEN：当初計画よりも OMRへの移行が一気に進んだことで、利益面では上振れしているということです

ね。 

 

 

 

米田：前年同期との差では、PMRから OMRへのミックス効果による粗利増加が+3,400万円、販管費最適

化が+2,700万円の営業利益増となりました。 

 

KEN：販管費最適化の内容を教えてください。 

 

米田：主に総労務費です。OMRへの移行によりテクノロジー活用が容易になり、外注の必要性も減少し

ました。売上のミックス効果が最大の要因です。 

 

 

 

米田：セグメント別では、ヒューマンキャピタル事業がミックス効果によりセグメント利益+12.1%と堅

調。スタッフィング事業は赤字幅が約半分に縮小しました。 
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米田：スタッフィング事業の改善要因は新規顧客の増加（前期比+13.7%の社数増）で、M&Aの通期影響

がないためオーガニック成長です。 

 

KEN：四半期ベースでの黒字化はいつ頃でしょうか。 

 

米田：当期中にしっかりと黒字化したいと考えています。 

 

 

 

米田：自己資本比率は 12 月末時点で 49.6%に到達しています。ただし高ければ良いとは考えておら

ず、当社に求められているのは持続的な成長です。しっかりと投資を行い、回収しながら成長していき

ます。 

  



 

2026 年 9月期 業績予想と進捗 

 

 

米田：通期業績予想（売上高 205億円、経常利益 10億 6,000万円）に対し、経常利益の進捗は 22.0%で

前年同期（20.6%）を上回るペースです。ただし、RPO 売上のミックスが想定以上に進んだ影響で、売上

高はやや前年進捗を下回っています。通期業績予想は据え置きとし、修正がある場合は早急に開示いた

します。 

 

KEN：利益率については、弱い第 1四半期で既に通期目標の数値を達成しているので、かなりポジティブ

ですね。 
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株主還元および IR活動 

 

 

米田：1株あたりの配当金は前期比+6円の増配で20円を予定（配当利回り2.55%）。株主優待はデジタル

ギフト形式に変更し、8,000 円相当（+7,000 円相当の拡充）を予定しています。中長期的な株主様との

コミュニケーション促進のため、優待条件として 6ヶ月以上の保有期間を設定しました。 

当社はストック型のビジネスモデルですので、長い目線でご支援いただく株主様に対し、増配を通じて

コミュニケーションを大切にしてまいります。 

 

KEN：優待や配当について、社内で定期的に議論されているのでしょうか。 

 

米田：IR チームを中心に社内で議論するとともに、個人投資家向けの勉強会や IR セミナーに私自身が

直接参加し、特にご質問が多い株主優待や還元方法については、直接お話を伺いながら改善に取り組ん

でいます。 

 

 



米田：引き続き英文開示や IR YouTubeチャンネルのコンテンツも増やしていきます。投資家の皆様から

は「これから人は減るのだからバリュエーションは低い」という見方もありますが、「求められているこ

との大きさに対してバリュエーションが低い」という状況を、私自身のメッセージや業界動向の発信を

通じて、人材セクターの見方に新たな視点を加えていただきたいと考えています。 

 

 

質疑応答・まとめ 

KEN：大手企業で自社内スポットワークの取り組みが増えていますが、影響はいかがですか。 

 

米田：自社内でのスポットワーカー活用は増えていますが、簡単にはできません。スポットワーカーは

毎日給与を受け取りたいため、月 1回で済んでいた給与計算を 31回行う必要があり、これが大きな障壁

です。 

 

 

 

米田：そこで当社は昨年 7 月に「アルムニア」をローンチしました。関心は非常に高く、現在 9 社の導

入が決まり、複数社にお待ちいただいている状況です。 
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米田：1 月にはフランチャイズ EXPO に出展し、300 超の名刺を頂戴しました。約 3 分の 1 が役員、約半

数が部長以上の方で、OB・OG の活用や急な欠員対応への関心が非常に高いことがわかりました。アルム

ニアを通じて、繁忙期対応、欠員補充、店舗間ヘルプなど、シェアリングエコノミーを実現していきま

す。 

 

KEN：OMRの伸びと PMRの落ち込みが、正直ここまで一気に進むとは思いませんでした。AIの発展も相ま

って、資産性のある自社メディアを活用する流れが来ていると感じます。御社としては利益率も上がる

ということで、非常にポジティブに捉えています。 

 

米田：ありがとうございます。収益率の改善とともに、新たなお客様の開拓、成長戦略への回帰を第 2

四半期以降も進めてまいります。以上、2026 年 9 月期第 1 四半期の決算説明とさせていただきます。本

日はありがとうございました。 

 

KEN：ありがとうございました。 


